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・競技場周辺 
・観光地 
・地方都市 等 

ＩｏＴおもてなしクラウド事業の目指す姿 

○ ＩＣカード内のＩＤやパスポート情報等と任意のサービスのＩＤをひもづける機能を提供（ＩＤや情報の登録等は空港
やホテル等で実施） 

○ 平成２８年度及び２９年度において地域実証を行い、２０２０年までの社会実装を目指す。 

競技場内等で 
座席まで案内 

競技場への 
スムーズな入場 

Wi-Fi認証との 
連携 

・・・ 

○誰もが一人歩きできる環境の実現 
○インバウンドの拡大 
○経済の活性化・持続的成長 

ICカードが決済 
インフラとして普及 

鉄道等の乗車 コンビニ決済 

おもてなしサービスを「面的」に展開 

ＩＤ等 属性(言語等)に
応じた情報提供 

 共通クラウド基盤 

連携 

・・・・ 災害情報 
サーバ 

翻訳 
サーバ 

地域情報 
サーバ 

オリパラ情報等 
サーバ 

属性情報 
ＤＢ 

個人ＩＤ 
ＤＢ 

※電子マネー利用可能箇所：全国のべ約233万か所（H28.3末） 

＜ＩＤ連携基盤＞ 

2020年までに社会実装 

スマートな
移動 

 ３地区 
（千葉・幕張地区、渋谷地区、港区地区） 

28年度：先行実証① 

29年度：先行実証② 

継続的、持続的な 
展開を後押し 
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http://www.google.co.jp/imgres?sa=X&biw=1280&bih=618&tbm=isch&tbnid=PJuhDKTpfnFGDM:&imgrefurl=http://www.jtb.co.jp/kokunai_htl/list/A12/47/4701/470101/8715071/photo.html&docid=H185-l5blk7vsM&imgurl=http://dom.jtb.co.jp/yado/photo2/LL/8/8715071/87150711000000235.jpg&w=400&h=300&ei=bgxqUuiDMOSDjALy4IHgDQ&zoom=1&iact=rc&page=2&tbnh=143&tbnw=207&start=24&ndsp=28&ved=1t:429,r:37,s:0,i:197&tx=83&ty=56


競技会場 

飲食施設 

宿泊施設 

• メニューを母国語で表示 
• 食の禁忌情報を表示 

• 宿泊先のホテルを表示 

• ICカードで本人確認と 
 チケット入場処理を実施 

• バリアフリーに配慮した 
競技場内の最適な移動 
経路の表示 

• 競技終了後、街なか周遊中に、 
宿泊宿への最適経路を表示 

• 帰宅途中のおすすめ情報等を 
プッシュ通知 

• チケット購入時にチケット情報と 
ICカード情報をクラウド上で紐付け 

IoTおもてなしクラウド 

現在地 

目的地 

混雑 

• 混雑・工事状況等を踏まえた 
最適な経路情報の表示 

氏名 生年月日 ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ番号 国籍 食の禁忌 チケット番号 ・・ 

○○ ・・・・ ・・・ 

☓☓ ・・・・ ・・・・ ・・ ・・・ 

□□ ・・・・ ・・・ 

チケット番号 
パスポート番号 

目的地 
チケット番号 
（座席番号） 

宿泊宿 
母国語 

食の禁忌情報 

生年月日・国籍 
宿泊宿 

Earthquake! 
Please evacuate! 

現在地 

• 多言語に対応した 
災害情報の一斉配信 

通常時 災害発生時 

• タッチポイントがWi-Fiの 
アクセスポイントに 

Wi-Fi AP 

Wi-Fi AP 

Wi-Fi AP 

2 IoTおもてなしクラウドの社会実装イメージ 



3 社会実装へ向けた取組（案） 

• IoTおもてなしクラウドとWi-Fi認証一元化システムとの連携に向けた関係者 
との調整 
 

• オリンピック・パラリンピック会場へのチケットレス入場の実現へ向けた 
東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会との連携 
 

• デジタルサイネージ標準システム相互運用ガイドラインを適用した設備の 
導入に向けた自治体との連携 
 

• IoTおもてなしクラウドを利用するサービサーとクラウド運営者の関係の検討
（契約の在り方等） 
 

• サービサー増加に向けたIoTおもてなしクラウドの機能拡充、周知・広報等 
 

• 利用者増加へ向けた訪日外国人への周知・広報 
等 
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